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要 旨
本稿は、群馬大学で提供しうる日本語コースの状況を報告し、あわせて交換留学生の受入に際して
生じている問題について考察するものである。本稿での情報提供を通じて、交流協定校からの交換留
学生の派遣に際し、本学への留学によってよりよい成果を上げ得る学生の選考等が進められることを
目指すものである。なお、桐生キャンパス（工学部）の日本語教育については別稿にて報告すること
とし、本稿では、荒牧キャンパスを中心に、日本語の習得を主な目的とする学生を対象とした日本語
クラスの状況を中心に報告する。
１．群馬大学の留学生数と日本語学習者数
群馬大学は、教育学部、社会情報学部、医学部、工学部からなる総合大学であるが、文系学部であ
る教育学部、社会情報学部は荒牧地区に、医学部は昭和地区に、工学部は桐生地区に分散して配置さ
れている。学生数（定員）は学部学生、大学院生を含めて5,052名である。
2013年１月現在、群馬大学に在学する留学生は264名で、出身国は28カ国１地域となっている。留学
生の在籍する学部別の内訳は教育学部14名、社会情報学部28名、医学部37名、工学部185名である。
これらの学生を、在籍する身分から見てみると、学部学生34名、大学院生99名、研究生27名、特別
聴講学生26名、特別研究学生５名となる。交換留学生については、学部学生は特別聴講学生となり、
大学院生は特別研究学生となる。
それら留学生の中で、群馬大学で開講している日本語科目を履修している留学生数は、2012年１月
時点でのデータでは、実数で106名であった。キャンパスごとの比率を示すと、荒牧キャンパスで43/
57、昭和キャンパスで13/38、桐生キャンパスで50/169である。
以上のことから、文系学部及び教養教育課程のある荒牧キャンパスでは、研究や学習活動の遂行上
日本語の習得が必要となることが多く、日本語の学習を希望する学生が多いこと、理系の学部のある
昭和キャンパスと桐生キャンパスでは日本語学習者が留学生全体の30％前後であることがわかる。昭
和キャンパス、桐生キャンパスで日本語を学習する留学生の比率が低い原因としては、大学院に所属
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する学生が多く研究においては英語を使用することができることや、研究や実験で多忙であり日本語
学習に時間を割きにくいことなどが考えられる。
２．群馬大学の日本語教育が抱える問題
群馬大学で留学生に日本語のクラスを提供する場合、最も大きな障壁となるのは、キャンパスが分
散しているということである。１つのキャンパスに学部が集約されていれば１つのレベルのクラスは
１つ開講すれば事足りるが、キャンパスが３つに分散しているということから、それぞれのキャンパ
スで同じレベルのクラスを必要とした場合、３つのクラスを開講しなければならない。
昭和キャンパスと荒牧キャンパスはおよそ３㎞の距離であり、移動は可能であるものの、実験等で
多忙な留学生にとって、その合間を縫って参加する日本語のクラスが異なるキャンパスにあり、往復
に相応の時間を取られるということは決して好ましいこととは言えない。また、桐生キャンパスは他
の２キャンパスとは30㎞程度離れた場所にあり、移動には１時間以上の時間がかかってしまう。この
ような状態は、授業を集約しその効率化を図ることを困難なものとしており、コースコーディネーター
にとっても悩ましい問題である。
キャンパスの分散によって生じるもう一つの問題は、各キャンパスの学生数が少なくなるため、ク
ラスのレベルを細かく分けることができなくなるということである。例えばキャンパスが一つの場合、
学習者のレベルに応じてきめ細かなレベル分けが可能である。例えば、総数で10のレベル、ある技能
のクラスを開講可能であるとした場合、学習者が100名であれば例えば100名を対象として10のクラス
を編成することができる。しかし、学習者が分散した場合、総数で10のクラスを各キャンパスに分散
して配置しなければならず、しかもそれぞれのキャンパスにレベルの重複する学習者も存在する訳で
あるから、せいぜい５レベル程度に分けるのが精一杯となる。
また、それに付随する問題として、各学期に日本語学習を必要とする学習者のレベルが変動し、開
講すべきクラスが固定しないということや、留学生数の少ない昭和キャンパスでは学習者の都合に応
じて授業の開講時間を変更するということも必要となってくる。
これら、恒常的に開講する補講的性格のクラスの他に、学部や研究科などの部局が国費留学生を受
け入れた場合、16週間に渡り１週間12コマ程度の日本語の学習を集中的に行うコースを新に開講する
必要性が生じることもあり、これも授業を提供する国際教育・研究センターにとっては大きな負担と
なっている。常に必要があるのであれば前年度に授業の開講を予定すればよいのだが、「開講する必要
性が生じることもある」という性格のものであるため、新年度に入ってから、急遽10月からの集中コー
スの準備を行わなければならないという事態が生じる場合もある。
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３．各キャンパスでの開講クラス
工学部がある桐生キャンパスについては、別稿にて触れることとなるため、荒牧キャンパスと昭和
キャンパスについて報告する。
３．１．荒牧キャンパスでの開講クラス
群馬大学荒牧キャンパスは、教育学部、社会情報学部と、医学部・工学部の１年生が学ぶキャンパ
スである。文科系の学部が中心のため、開講されている日本語のクラスは中級レベル（JLPTではＮ２
受験レベル相当）以上のものが中心となっている。これらのクラスを教養教育「日本語・日本事情」
コースと呼んでいる。
その他、国費留学生、交換留学生で、日本人学生対象の通常の授業に参加するのは困難だと思われ
る学習者を対象として、「予備教育集中コース」も開講されている。
３．１．１．教養教育科目としての日本語コース
このコースは学部留学生が、日本人学生と共に、通常の大学の授業に参加するのに十分な日本語の
能力を身につけることを目的として開設されているものである。学部の正規の留学生は入学時に既に
JLPTのＮ１、Ｎ２レベルに相当する高い日本語能力を有している場合が多いが、更なる日本語能力の
向上を図るために、様々な技能のクラスが開講されている。学習者がこれらの中から自分に合った授
業を自由に履修することができるように考慮して授業を開講している。なお、交換留学生も、これら
の授業を自由に履修することができる。
また、日本語の習得を第一の目的として構成された授業以外に、日本を理解することを目的に行わ
れる日本事情のクラスも開講されている。日本事情のクラスでは日本人学生とともに、日本の社会問
題や国際関係について学ぶことができる。
以下に、2013年度前期の時間割を示す。
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2013年度前期時間割 16週間
時限／曜日 月 火 水 木 金
１―２
８：40―10：10
３―４
10：20―11：50 日本語Ｆ（読解) 日本語Ｂ（総合)
日本事情Ｃ
５―６
12：40―14：10
日本語Ｉ
（口頭表現)
日本語Ａ１
（口頭表現)
日本事情Ｄ
７―８
14：20―15：50 日本語Ｄ（総合） 日本語Ｈ（作文)
日本語Ｅ１
（作文)
９―10
16：00―17：30 日本事情Ａ１
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授業は技能別に構成されている。同じ口頭表現である日本語Ｉと日本語Ａ１ではレベルの違いに
よってクラス分けをしている訳ではなく、授業でのディスカッションを含む日常会話を中心にしたク
ラスであるか、プレゼンテーションを中心にしたクラスであるかという目的・授業内容の違いによっ
て分けられている。
３．１．２．日本語予備教育コース
このコースは、大使館推薦の国費留学生を対象にしたもので、ゼロスタートの学習者対象のクラス
と、初中級レベル（JLPTのＮ３レベル）の学習者を対象としたクラスがある。ゼロスタートの学習者
を対象としたクラスをＰ１、Ｎ３レベルの学習者を対象としたクラスをＰ２と呼んでいるため、以下
ではこの略称を使用することとする。なお、Ｐ２は毎年開講されているが、Ｐ１は年度によって受講
者がいない場合もあり、毎年開講されているという訳ではない。
Ｐ１では日常生活が支障なく送れることを目的として、Ｐ２では専門分野で円滑に研究活動が行え
ることを目的として、約５ヶ月間、集中的に日本語を学習する。期間は16週間で、週に４日～５日、
毎日３コマ程度の授業を実施している。
なお、現在は国費留学生の他に、多くの交換留学生もこのコースに参加している。一定程度の日本
語の学習歴があり、上述の教養教育科目の日本語クラスへの参加は難しいという学習者はＰ２で受け
入れる場合が多い。成果を上げるためには、コース参加時でＮ３受験レベル程度の日本語能力が必要
と考えられ、コース修了時にはＮ２レベルの語彙・漢字、文法、読解、聴解の能力を身につけられる
ようにカリキュラムを組んでいる。Ｐ１の場合はＮ４レベルに到達することを目指している。
以下にＰ１、Ｐ２の授業時間割を例として示す（Ｐ１は2011年度以降開講していないため、2011年
度となっている）。
３．１．２．１．日本語予備教育コースゼロスタートレベル
2011年度 荒牧キャンパス 日本語コースでの時間割
総合のテキストは『みんなの日本語初級』の上巻と下巻を使用し、16週で全50課中の48課程度を学
初級レベルコースＰ１（後期開講・荒牧) 16週間
講時／曜日 月 火 水 木 金
３―４
10：20～11：50 漢 字
５―６
12：40～14：10 昭和キャンパス
にて指導教員と
の活動など
総 合 総 合 総 合 総 合
７―８
14：20～15：50
９―10
16：00～17：30 作 文 読 解 聴 解 会 話
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習している。
３．１．２．２．日本語予備教育コース中級レベル
2012年度 荒牧キャンパス 日本語コースでの時間割
「総合」の教材は『中級を学ぼう・中級前期』（スリーエーネットワーク）と『中級を学ぼう・中級
中期』（同上）を使用している。その他に技能別のクラスと、初級レベルの文法項目の習得が完全では
ないと思われる学習者を対象とした初級文法復習のクラスが開講されている。
授業を進める上での方針は、①単に言語的な知識を身につけるだけでなく、言語運用能力を伸ばす、
②グループによるディスカッションをなるべく多く取り入れ会話の機会を確保する、③メインとなる
教材が終了してからは、新聞記事や雑誌などの生の日本語に触れる機会を作りより実践的なトレーニ
ングを行う、の３点である。
３．１．３．交換留学生対象の外国人学生支援科目 教育学部開講日本語科目
このコースは、上述の予備教育Ｐ２コースを終了後、教養教育の日本語のクラスを難しいと感じる
学習者を対象に、初中級～中級レベルの授業を提供するものである。ただし、この授業のみでは十分
な授業時間が確保できないため、教養教育の授業を履修しつつ更にこのコースにも参加するという形
中級レベルコースＰ２（後期開講・荒牧) 16週間
講時／曜日 月 火 水 木 金
３―４
10：20～11：50 初級文法復習
５―６
12：40～14：10 作 文
総 合 総 合
７―８
14：20～15：50 会話Ｂ
総 合 総 合
９―10
16：00～17：30 会話Ａ 漢 字
2013年度 前期 時間割 16週間
時限／曜日 月 火 水 木 金
３―４
10：20―11：50
日本語
（表現文型Ⅱ)
５―６
12：40―14：10 日本語（読解）
７―８
14：20―15：50
日本語
（表現文型Ⅰ)
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を取る学習者が多い。教育学部開講の授業科目として開講されているが、社会情報学部の学生も受講
することができる。
３．２．昭和キャンパスでの開講クラス
昭和キャンパスでは、日本語補講コースとして各学期に６コマ程度の授業が開講されている。開講
レベルは学期毎の受講生のレベルに応じて変動している。以下に2012年度後期と2013年度前期の時間
割と授業内容を示す。
３．２．１．日本語補講コース
初 級 Ⅰ：日本語をゼロから学習する学習者を対象としたクラスで、使用教材は『みんなの日本語初
級Ⅰ』。月曜日と金曜日のクラスをあわせて履修する。
初級漢字：日本語をゼロからスタートする学習者でも参加可能なクラス。初級レベルでの漢字の導入
と定着を図る。
初 級 Ⅱ：『みんなの日本語初級Ⅰ』の13課からスタートするクラス。月曜日と水曜日のクラスをあ
わせて履修する。
初 中 級：初級修了程度の学習者を対象に、会話や漢字の習得を目指すクラスである。
初 級 Ⅰ：日本語を初めて勉強する学習者を対象としたクラスである。
初 級 Ⅱ：１学期間、初級Ⅰのクラスで学習した学習者を対象としたクラスですで、『みんなの日本語』
の18課から開始する。
初 級 Ⅲ：１学期間、初級Ⅱのクラスで学習した学習者を対象としたクラスで、『みんなの日本語』の
25課から開始する。
初 中 級：初級Ⅲまでを学習した学習者を対象とし、学習した内容を使って様々な活動を行う。
2012年度 後期 時間割 16週間
時限／曜日 月 火 水 木 金
７－８
15：00―16：30 初級Ⅰ 初級漢字 初級Ⅰ
９－10
16：40―18：10 初級Ⅱ 初級Ⅱ 初中級
2013年度 前期 時間割 16週間
時限／曜日 火 水 木 金
７－８
15：00―16：30 初級Ⅰ 初級Ⅰ 初中級
９－10
16：40―18：10 漢 字 初級Ⅲ 初級Ⅱ 初級Ⅲ
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漢 字：漢字学習を希望する人のためのクラスで、初級レベルの漢字を学習する。
３．２．２．その他
上記のようなコースの他に、医学系研究科が行っているリンケージプログラムの学習者を対象とし
た日本語クラスや、JASSOのプログラムとして来日したモンゴル健康科学大学からの留学生を対象
としたクラスなどを、必要に応じて開講している。
４．交換留学生に対する対応
４．１．交換留学生のタイプ
交換留学生は出身国や、日本語が主専攻であるかどうかによっていくつかのタイプに分けられる。
まず、上級～超級レベルの学習者であるが、これは漢字圏の大学で日本語を専攻としている学習者や、
日本語と類似した文法構造を持つ韓国語を母語とする学習者に多い。次に、初中級から中級レベルの
学習者がいるが、このレベルの学習者は非漢字圏で日本語を専攻している学習者に多い。また、漢字
圏の大学や韓国の大学で日本語を副専攻として学んでいる学習者もこのレベルが多く見られる。最後
に、初級レベルの学習者も少数ながら存在する。非漢字圏の大学で日本語を第二外国語として学習し
ている者がこれに該当する。
以下ではそれぞれのレベルの学習者に対して、国際教育・研究センターがどのような対応をとって
いるかを述べる。
４．２．センターでの対応
４．２．１．プレイスメントテストの実施とレベル分け
2013年度を例にすると、荒牧キャンパスで受けいれた交換留学生は18名であった。交換留学生に対
しては来日後すぐにプレイスメントテストを実施する。このテストは JLPTのＮ２程度の難易度のも
のであり、学習者の習得している語彙、漢字、文法項目をチェックし、合わせて読解能力を測ってい
る。それぞれの項目で70％以上の正答率の学習者については教養教育科目の日本語を履修し、それ以
外に各自の興味に応じた専門科目を履修するように勧めている。専門科目は日本人学生を対象とした
クラスであるため、授業で話される日本語がわかりにくいという場合もあるが、おおむね問題なく履
修できていると思われる。
一方、正答率が70％以下の学習者については、予備教育のＰ２コースの履修を勧めている。「勧める」
という表現を用いているのは、これが強制ではなくあくまでもアドバイスであるためである。学生に
よっては最初教養教育科目の日本語を履修しようとしたがレベルが高すぎるという理由で予備教育Ｐ
２へのコース変更を申し出る場合があるし、またその逆のケースもある。学習者はプレイスメントテ
ストの結果をもとに、自分の判断で履修するコースを選択するため、２週間程度の移行可能な期間を
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設けている。
2012年度の交換留学生では、教養教育科目の日本語を履修した学生が８名、Ｐ２に参加した学生が
10名で半々となっているが、例年、ほぼ同様の傾向を示している。
４．２．２．上級以上のレベルの学習者への対応
このレベルの学習者は、学部の正規学生を対象とした日本語のクラス、教養教育の日本語のクラス
を自分の日本語能力に応じて選択履修することとし、それ以外の時間は各自の専門領域に関わる授業
（日本人学生を対象とした授業）を自由に履修する場合が多い。
最初は授業での教師のナチュラルスピードに戸惑う学習者も見られるが、言語知識は一定以上のも
のを有しているので、授業が理解できない、授業についていけないといった大きな問題が生じること
は少ない。ただし、様々な知識は持っているものの、母国で十分な運用力を身につけるトレーニング
を行ってこなかった学習者には、運用面では日本語の進歩が余りみられないまま１年を終えるという
ケースも見られる。
教員としては学習者の関心が日本語能力の伸長にあるのか、専門領域の学習にあるのかを確認しつ
つ、学習者に合った選択肢を提示しアドバイスするしかない。より細分化された日本語コースが提供
できれば更なるきめ細やかな対応も可能となるが、当面は現在提供している授業からニーズに合った
授業を履修してもらうしかないのが現状である。
４．２．３．初中級から中級レベルの学習者への対応
この層の学習者は、荒牧キャンパスで実施している予備教育日本語コースのＰ２レベルの授業が適
切なレベルのクラスであると判断し、４ヶ月間の集中的な日本語学習を行う。
Ｐ２を履修する学習者には、出身国、出身大学などによって、いくつかの特徴が見られる。例えば
台湾の台北教育大学には日本語学科はなく、大学の第二外国語で日本語を学んだり、大学以外の外国
語学校で日本語を学んで来日したりする学生が大部分である。漢字圏であるため、語彙や漢字の知識
は豊富であるが、中級の文法項目はほとんどわからないということも多い。また、初級項目の文法も、
確実に習得できていないということもある。
欧米圏の日本語学科の学生の場合は、語彙や漢字が弱く、文法はある程度習得できているというこ
とが多い。初級項目はほぼ正確に定着している。
欧米圏の日本語学科以外の学習者、例えばサンディエゴ州立大学の経済学などを専門とする学生の
場合は、初級項目は70～80％程度身につけているが、中級以上の語彙・漢字、文法はほぼゼロの状態
ということもある。
学習者の質が一定ではないということは、コースを運営する場合、さまざまな面で難しい問題を引
き起こす。本来であれば、それぞれの特徴に応じて選択可能なクラスをいくつか提供することが理想
的であるが、諸事情でそれは難しく、履修者の状況に応じて、全体として最適と思われる対応を取る
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しかない。
コース終了時に、来日時に実施したプレイスメントテストを再実施しているが、これまでのＰ２履
修者では、台湾の学習者の場合、ほぼ全員がコース終了時にはＮ２レベルに到達している。欧米圏の
日本語学科の学生も80％程度はＮ２レベルに到達する。欧米圏の日本語学科以外の学習者はＮ２レベ
ルに到達する割合は30％程度であるが、来日時の日本語能力と比較すると大きな伸びが認められる。
Ｐ２コースは10月から２月までしか開講されないため、翌年度の４月からは、すべての学習者が、
学部の正規留学生を対象とした教養教育の日本語クラスに参加しなければならなくなる。Ｐ２コース
履修学生は次学期の日本語クラスや専門科目（日本人学生を対象としたクラス）でも大きな問題を生
じさせることなく学習活動を行っており、大学の教育・研究に必要な日本語能力のレベルアップとい
う面では、一定の成果を挙げていると考える。
４．２．４．初級レベルの学習者への対応
荒牧キャンパスでは、ここ数年はこのレベルの学習者の来日は少ない。しかし、桐生キャンパスで
は例年数名の学習者が存在し、その能力に応じて週に数コマの日本語補講クラスを開講して対応して
いる。詳細は、桐生キャンパスの日本語コースについての、俵山雄司氏の報告を参照されたい。
５．まとめと課題
以上、群馬大学の荒牧キャンパス、昭和キャンパスで提供している日本語クラスの状況と、交換留
学生にどのように対応しているかについて概略を述べた。
群馬大学が現在提供している日本語科目のレベルに合致した留学生が来日した際には、一定の成果
が見込めることが示せたと思うが、その一方でいくつかの課題があることも事実である。
第一は、中級後期レベルの学習者を対象とした日本語クラスが不足しているということである。初
中級から中級前期レベルの学習者は予備教育Ｐ２コースで受け入れて対応可能であり、また上級以上
の学習者は教養教育の日本語科目を履修しつつ専門教育に参加することが可能である。しかし、専門
教育の授業科目を履修するまでの日本語能力はないが、予備教育Ｐ２を履修する必要はあまり認めら
れないというレベルの学習者も少なくない。このような学習者は、教養教育の日本語科目ではレベル
的にやや高度であるとか開講されている授業数が十分ではないという理由で、予備教育Ｐ２に参加す
ることが多く、それなりの成果は上がっていると思われるものの、来日してからの半年間をもう少し
有効に使う方法もあったのではないかと感じることもある。また、このレベルの学習者が本人の意志
で専門教育と教養教育の日本語クラスを中心に履修し、結果的に帰国時にも日本語能力の伸長があま
り認められないということも多い。このレベルの学習者は決して多い訳ではないが、今後何らかの対
応が必要になると思われる。
第二は上級以上の学習者の目的に合致した日本語クラスの不足である。教養教育の日本語クラスは、
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日本人と同様に学ぶ正規の学部留学生を対象としたものであるため、そのレベルは決して低いもので
はない。しかし、３．１．１．節の「教養教育科目としての日本語コース」の時間割を参照してもわか
るとおり、１学期間に履修できる日本語のクラスの数は最大で７コマにすぎない（日本語能力の伸長
を目指すことに主眼を置いていない日本事情のクラスは除く）。
なお、群馬大学では2013年度から、入学するすべての学生に日本語の学習を義務づけている。日本
人学生も正確な日本語で文章が作成できない、わかりやすいプレゼンテーションができない等の問題
が以前から指摘されるようになっており、この点に対応した授業である。また、日本語だけでなく、
資料を探したり図書館を利用して資料を収集したりするなどのアカデミックリテラシーを身につけさ
せるための授業も開講される。
このような点を踏まえて見てみると、留学生対象に開講されている日本語クラスの中には、上記の
日本人を対象とした授業と重複する内容を多く含むものもあり、大学のカリキュラム全体を見渡した
上での開講クラスの精査、再検討も必要となるだろう。現状の開講授業時間が決して十分なものとは
思わないが、大学を取り巻く事情を考慮した場合、授業内容を適宜修正変更することで対応していく
ことがまず必要と考える。その上で、週７コマ以上の授業の開講が求められる場合は、提供する授業
の拡大を図っていくこととなると思われる。
第三に、群馬大学では日本語教育学、日本語学、日本文学を専門とする学部、大学院がなく、この
ような内容を学びたいという意欲を持つ学習者の希望に対応することが難しいということがある。群
馬大学にある文系学部は教育学部と社会情報学部である。それぞれを専門とする教員は存在している
ものの、授業を提供する際の目的は教員養成であるとか教養教育での一般教養としてのものである場
合が多く、専門性の高い授業を提供できていない。学生を指導できる教員は多数存在しているにもか
かわらず、学生の授業に対応できていないことは大きな損失であると思われ、今後大学側のリソース
を活用する方策を模索する必要がある。
最後に、特に非漢字圏の日本語を専門としない学習者の問題について触れておきたい。ここ数年は
学習意欲の高い学習者を受け入れており、大きな問題は生じていない。しかし、初級終了レベルの学
習者に対しては、予備教育Ｐ２のコースは非常に負荷のかかるものであり、学習について行けなかっ
たり、場合によっては日本への不適応に近い状況に陥ったりする者も過去にはあった。この点につい
ては派遣元大学に本学で提供できる日本語クラスの現状を説明し、群馬大学において実りある学習が
可能なレベルの学習者を派遣してもらえるよう働きかけ続けることが重要である。しかし、本学から
海外に留学する日本人学生を増大させようという動きの中で、大学間交流を一方通行にしないために
は、毎年一定数の留学生を受け入れていくことも必要であり、今後は現在提供している日本語科目で
は対応しきれない学習者を受け入れざるをえないということも起こりうる。この場合、受け入れる以
上は学習者のレベルにあった授業を提供しなければならず、対応に苦心する可能性が高い。この点は
今後大きな課題となると考えられる。
44 牧 原 功
